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3㎡生涯学習まちづくり

（1）まち全体が生涯学習できる環境づくり

．①学ぶ施設学習機能指導者

・②学習システムソフト事業学習機会の提供情報提供相談

，③学習環境アメニティ

（2）生涯学習による人づくり

①まちづくりの目標は、市民一人ひとりの人間形成

L；②まちづくりのための人づくり（リーグーづくり）．優れたリーダー
．．？：

．：ﾙ地域アニメーター

4占創年活動の提案

社会教育振興のカギ創年の特質を活用する

創年とば自己を生かし､よりよく創り変え積極的に生きようとする生き方

（1）『創年市民大学」・

『志布志市創年市民大学』(鹿児島県）

（2）『創年のたまり場」証

①日常的に、市民が集まる場市民の団桑の場
．．：．，｡．．、：‘．←．。‘

：コミュニティの拠点市民交流の拠点

②まちづくりに関する情報IT活用の｢創年のたまり場」の可能性

》③地域資源に関する研究の場

④形態は多様喫茶店、民宿も旅館､事務所､寺院､‘駅など

※7月20日ゞ』（水）松戸学友たまり場研究会

松戸発信の新型たまり場を広げるために市民公開講座

、（3）創年の仕事づくり

①仕事を通じた生きがいづくり

②コミュニテイピジネスの研究･実践率やねだんの挑戦

③新しい資格を身に付けてみよう

（4）§創年運動の#雀進

「創年アFパイザー」がスタート

生涯学習とまちづくり
松戸ふるさと発見講座～1

I

1．生涯学習の意義

『生涯学習で飯が食えるか」

（1）生涯学習の理念

T国民一人ひとりが、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、

その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することが

でき､その成果を適切に生かすことができる社会の実現が図られなければなら

iJ富ない」（教育基本法（平成18年法律第120号･第1章）:
（2）生涯学習の目的

「自己の充実･啓発」「自己の向上』－ 生きがいづくりのために学ぶ

（3）儲けるための学習

①「商店街の活性化も、学習が基本」

②「生活の向上、職業能力の向上」生活を高める学習・

③コミュニティの形成
．．：

④日常生活を見つめ高める学習

（4）生涯学習で蝿戯力塙まるコミュニティの形成：

①市民の知性が、蝿城を高める都市のW‘品格雫：

②金ヶ崎町役場が生涯教育センター生涯学習は生活に全国初の施設ざ
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Ｉ~まちづくりの現代的な意義

（1）多様なまちづくりの視点：

（2）まちづくりの意義．、

①市民が、日常的に地域の活性化に関わること知覧町＝}、

・:②市民が参画するまちづくりこそ、本来の姿
：：

．③日常のかかわりでまちに愛着が生まれること

(3)ハードから､ソフトへ市民活動の活動が大きい意味を持つ
・、

：①都市基盤の整備、生活環境の整備などのハードが中心からソフト中心へ

②市民の心を創る．:-Tボランティアのまち」｢生涯学習宣言都市」など
．：

J:③子どもから、大人まで､あらゆる人が､まちづくりに関わることが可能

（4）学びあう市民コミュニティの形成

①学習成果を生かしあうボランテイア活動

“②学習成果で地域貢献をする活動地域連帯感の醸成
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5どこから手をつけるか，

:，．（1）市民の学習のスタート．・

①多彩な人材によって構成される学習集団まちづくり研究会など．

②公民館講座又は市民の自主講座も・

③酒々井まちづくり研究所の活動への参画

(2)地域資源を活かす工ｺﾐｭｰジｱﾑと地方創生構想

新しいまちづくりとして注目

まち全体が博物館生活環境博物館地域資源を活用する
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参考資料。.｢創年のススメ」ぎようせい

。「生涯学習まちづ.くりの方法」日常出版、ホームページT創年ねっと」
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